申請書 Part4 別紙;　職務経験および能力開発の記録[image: ]
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申請者氏名；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	番号
	所属組織1)
	所属部門2)
	役職3) または 役割4)
	担当時期
（西暦、年月）
	期間（年）
	スキ
ーム5)
	当該期間に経験した実務6)の詳細

	
	
	
	
	
	
	
	期間中に開発した能力7)　（達成した西暦年度）

	1 
	
	
	
	～
	
	
	(1) 
(2) 
(3) 

	
	
	
	
	
	
	
	a. 　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　年）
b.  b. 　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　年）

	2
	
	
	
	～
	
	
	(1) 
(2) 
(3) 

	
	
	
	
	
	
	
	a. 　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　年）
b.  b. 　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　年）

	3
	
	
	
	～
	
	
	(1) 
(2) 
(3) 

	
	
	
	
	
	
	
	a. 　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　年）
b.  b. 　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　年）

	X
	
	
	
	～
	
	
	(1) 
(2) 
(3) 

	
	
	
	
	
	
	
	a. 　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　年）
b.  b. 　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　年）



	職務経験期間の確認
	該当実務（番号）
	経験合計（年）

	職務経歴全体
	1 ～ X
	

	申請するスキーム5)に関連する職務経歴
	
	
	

	
	
	
	



記載ガイダンス

申請書Part4は、「IRCA1000（IRCA 審査員／監査員評価登録要求事項）」にある要求事項のうち、申請レベルに必要とされている職務経歴（フルタイムの職務経歴／申請スキームに関連する職務経歴）を満たしていること、および、スキーム固有の要求事項を満足していること、の二つを証明することを申請者に求めています。
Part4は記述のための特定の様式を求めていませんが、必要に応じて本様式を利用してください。
本様式は、以下の各項に従って記述いただくことで、Part4の求める事項を表明できるよう工夫されています。

1. 記入の文字数に制限はありませんが、できるだけ簡潔な記述になるよう考慮ください。
2. 職務経験の欄には、職務の開始から順に記載してください。
（カラムが足りない場合は表に付加してください。記載項目が4件以上になる場合はXを最終番号に置き換えてください。不要なカラムは削除するか各欄に「―」を記入して空欄をなくしてください。）
3. 申請スキームに関連しない職務経歴も記載することで「フルタイムの職務経歴」が明確にされますが、申請スキームに関連する職務経歴が「申請レベル」に必要なフルタイムの職務経歴の年限を満足する場合には、申請スキームに関連しない職務経歴の記載を割愛してもかまいません。
4. その他の各カラムの記載の詳細は、表中に付番されている以下の各項、およびそのあとにある【記入例】を参照ください。
5. 提出いただく際には、本ガイダンスおよび記入例を削除（様式部分のみに）してください。

1) 会社名、団体名、教育機関名、など（同一組織における複数の職務経験を記述する場合、2項目以降は「同上」で可、組織に属さない場合は「―」を記載）
2) 該当しない場合は「－」を記載
3) 会長、社長、役員、部長、課長、一般職、など組織または部門に附帯する職名（該当しない場合は「－」を記載）
4) 主任審査員、監査責任者、プロジェクトリーダー、統括管理者、など組織または部門を越えた、またはそれらに関わらない任務（該当しない場合は「－」を記載）
5) 経験した実務が“申請するスキーム”に関連する場合、以下の略号を記載（“申請するスキーム”に関係ない場合は「―」を記載）
Q（品質）、E（環境）、OS（労働安全）、FS（食品安全）、P（医薬）、IS（情報セキュリティ）、IT（情報工学）、M（海事）、A（航空宇宙）、
BC（事業継続）、E（エネルギー）SS（社会システム）、EG（EICC）
6) 経験した実務が“申請するスキーム”に関係する場合、IRCA1000 付属書Ⅰ各パートにある“スキーム固有の追加要求事項”の習得・向上・発揮に関わる作業や体験（活動をリードしたり、運用体制を構築したり、関係者を教育したりした事項などが好ましい）を、関係しない場合は実務の概要を記載
7) 受講や修了した“申請するスキーム”に関係するセミナー、研修、トレーニングなど、およびその達成年度（該当しない場合は「－」を記載）
以上

【記入例】　　　　　　　　　　　　　　　                                                                              　　　　　　　　申請者氏名；　　　　●●●　□□
	番号
	所属組織1)
	所属部門2)
	役職3) または 役割4)
	担当時期
（西暦,年月）
	期間（年）
	スキ
ーム5)
	当該期間に経験した実務6)の詳細

	
	
	
	
	
	
	
	期間中に開発した能力7)　（達成した西暦年度）

	1 
	●●製薬
株式会社
	研究本部
	一般職
係長
	1982 ～ 1995
	14
	―
	(1) 天然物からの新規■■物質の探索に従事し、新規制癌活性物質を発見（学会誌に投稿）<a.参照>
(2) ▲■大学医学部派遣（研究成果を学会誌に投稿）<b.参照>

	
	
	
	
	
	
	
	a. xxxx Journal Vol.44 No.4, p. 4xx-45x（19xx年）
b.  b. 日本●●学会誌 43, Supple ●, P. xx-xx（19xx年）、他

	2
	同上
	品質保証部
薬事監査部
	課長
申請資料監査責任者
	1996 ～ 2012
	16.5
	Q
	(1) 医薬品GMP内部監査に従事
(2) 医薬品GLP内部監査に従事
(3) 医薬品申請資料（品質M3領域）の内部監査体制を構築整備し、内部監査を統括して申請資料の品質と信頼性を確保

	
	
	
	
	
	
	
	a. ―　　　　　　　　　　　　（　―　年）

	3
	同上
	CSR推進部
	副部長
内部環境監査統括
	2012 ～ 2016
	4.5
	E
	(1) ●●製薬グループにEMS OEAを導入
(2) 各工場の内部監査員を養成・指導し、環境内部監査をリード
(3) ●●製薬グループ環境安全リスク評価体系を構築し運用開始

	
	
	
	
	
	
	
	a. IRCA QMS審査員補資格習得／IRCA移行研修（R.Green氏）修了
b. IRCA EMS内部監査員資格習得／IRCA認定(OEA)移行研修修了
c. IRCA TTTコース（R.Green氏）を終了（2013年）
b.  d. IRCA ISO45001コース（R.Green氏）を受講（2016年/2018年）

	4
	株式会社○□□
	―
	顧問
	2017 ～ 現在
	0.5
	Q/E
	(1) CSR体制および品質保証体制の構築を指導

	
	
	
	
	
	
	
	a. ―　　　　　　　　　　　　（　―　年）



	職務経験期間の確認
	該当実務（番号）
	経験合計（年）

	職務経歴全体
	1 ～ X
	36

	申請するスキーム5)に関連する職務経歴
	Q
	2、4
	17

	
	E
	3、4
	5
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